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▼
東
海
大
学
の
陸
上
教
室
で
速

く
走
る
た
め
の
フ
ォ
ー
ム
を
学

ぶ
参
加
者
。
そ
の
と
な
り
で
聞

き
耳
を
立
て
る　
　

。
メ
モ
し

た
コ
ツ
を
意
識
し
て
、
変
な
走

り
方
を
少
し
で
も
か
っ
こ
よ
く

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
自
宅
の
イ
ヌ
が
数
日
間
倉
庫

の
方
を
見
て
「
ワ
ン
ワ
ン
」。
正

体
は
や
せ
細
っ
た
タ
ヌ
キ
。
興

味
本
位
で
近
づ
く
イ
ヌ
に
か
み

つ
く
タ
ヌ
キ
。
さ
わ
ら
ぬ
神（
タ

ヌ
キ
）
に
な
ん
と
や
ら
…
。

▼
苺
ま
つ
り
や
ひ
な
祭
り
。
2

月
も
行
事
が
目
白
押
し
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
っ
て

い
る
の
で
、
体
調
管
理
に
十
分

気
を
つ
け
な
が
ら
、
行
事
を
楽

し
み
た
い
も
の
で
す
ね
。

編

集

後

記

宏

http://www.yunomae.com/
［まちの情報誌ゆのまえ］
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 （　
）
宏

町
へ
の
思
い
を

声
に
の
せ
て―

特集  

”ばあちゃん”の笑い声、ちょいと詰めて―

　

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
「
ゆ
の
ま
え

美
空
」（
園
田
篤
子
代
表
＝
下
里
）
。
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
を
含
め
、
現
在
24
人
が
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま

す
。
こ
こ
に
集
ま
る
の
は
、
一
人
で
は
生
活
す
る

こ
と
は
難
し
く
て
も
、
見
守
り
が
あ
れ
ば
生
活
で

き
る
人
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
主
に
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
で
体
を
動
か
す
作
業
療
法
や
リ
ハ
ビ
リ
、

入
浴
を
し
て
い
ま
す
。
洋
裁
や
和
裁
の
経
験
を
持

つ
人
も
多
く
、
み
ん
な
手
先
が
器
用
。
利
用
者
は

絵
画
、
貼
り
絵
、
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
作
り
な
ど
に
夢

中
。
ほ
か
に
も
漢
字
パ
ズ
ル
や
数
学
パ
ズ
ル
、
時

代
劇
の
鑑
賞
な
ど
、
一
人
一
人
が
好
き
な
こ
と
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
見
守
っ
て
く
れ
る
人
も
い
る

の
で
、
お
風
呂
も
安
心
で
す
。

　

同
じ
年
ご
ろ
の
人
が
集
ま
る
の
で
、
昔
話
や
孫

の
話
が
で
き
、
お
や
つ
の
時
間
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
中
も
話
は
尽
き
ま
せ
ん
。
一
昨
年
の
4
月
か

ら
美
空
に
通
う
今
村
信
道
さ
ん
（
92
＝
古
城
）
は

「
時
代
劇
を
見
る
こ
と
が
好
き
。
ち
ょ
っ
と
し
た

運
動
も
好
き
な
の
で
、
美
空
の
広
い
庭
で
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
を
し
て
み
た
い
」
と
生
き
生
き
。
代

表
の
園
田
さ
ん
は
「
み
ん
な
で
楽
し
む
こ
と
が
、

今
持
っ
て
い
る
機
能
を
維
持
し
た
り
、
良
い
生
活

リ
ズ
ム
を
つ
く
っ
た
り
す
る
。
皆
さ
ん
目
標
を
持

っ
て
い
る
の
で
、
達
成
で
き
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト

し
た
い
。
住
宅
に
入
ら
な
く
て
も
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

は
利
用
で
き
る
の
で
、
ぜ
ひ
利
用
し
て
も
ら
え
た

ら
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

あ
つ 

こ

の
ぶ
み
ち

みんなで集まり、「生き生き」
もっと、ゆのまえがお

ゆのまえ美空
園田篤子代表

今月の表紙

本町で初めて開催され

た子ども議会。湯前中3

年生の生徒は「はい！」

と大きな声で返事をし

て立ち上がり、議員とし

て自分の考えを執行部

に伝えていました。



一流にふれる／
東海大学陸上教室
奥球磨ロードレース大会に合わせて開催された陸上教室。こと

しの箱根駅伝で総合5位、東海大学陸上競技部中・長距離ブロッ

クの監督や選手が地元中・高校生に走り方や体幹の鍛え方を指

導。時々笑顔を見せつつ、真剣なまなざしで一流にふれていた。

04　特集

06　クローズアップ

12　ホットピ！

14　ズームアップ

15　文化のタカラ、　カルチャープラス

16　 マンスリートピックス

18　インフォメーション

20　婦人会だより、戸籍の窓　ほか

22　巻末リポート

24　もっと、ゆのまえがお

“ばあちゃん”の笑い声、ちょいと詰めて―

第 6 回公認奥球磨ロードレース大会

第 68 回成人式

消防団出初式・放水競技大会

子ども議会

あゆみの会クリスマス

奥球磨どんぶりフェア

東海大学陸上教室　ほか

確定申告日程

読書のススメ、エコログ

「市房漬の日」感謝祭

ゆのまえ美空

広報湯前は毎月１回発行しています。広報誌は

湯前町のホームページでも見ることができま

す。ぜひ、まちと人の“活き活きと輝く今”を

パソコンやスマートフォンでもお楽しみくださ

い。http ://www.yunomae.com/

スマートフォンはこちらから

２2018
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飛
び
交
う
球
磨
弁
と
笑
顔

「
も
ち
は
ど
け
や
っ
た
？
」「
な

ー
ん
、
こ
け
あ
っ
と
が
！
」「
ゆ
ず

こ
し
ょ
う
の
入
っ
と
ら
ー
ん
！
」

　

新
年
の
準
備
で
忙
し
く
な
る
12

月
末
。
指
示
と
笑
い
声
が
飛
び
交

う
、
に
ぎ
や
か
な
野
中
田
１
区
の

作
業
場
。
地
元
の
農
産
物
を
使
っ

た
加
工
品
を
て
が
け
る
「
ふ
き
だ

ま
り
」
の　

ば
あ
ち
ゃ
ん„

た
ち
が

声
を
か
け
合
い
な
が
ら
「
ふ
る
さ

と
便
」
の
箱
詰
め
作
業
を
し
て
い

ま
し
た
。

　

私
が
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
の
球
磨

弁
で
の
や
り
と
り
を
聞
い
て
笑
っ

て
い
る
と
「
お
っ
か
し
か
ろ
ー
？

箱
開
け
た
ら
み
ん
な
の
声
が
う
わ

ぁ
ー
っ
と
聞
こ
え
る
よ
う
に
、
球

磨
弁
も
こ
ん
箱
に
い
っ
し
ょ
詰
め

ん
ば
。
そ
い
ば
聞
い
て
湯
前
ば
思

い
出
し
て
も
ら
わ
ん
ば
！
」
と
山

本
和
代
さ
ん（
70
＝
野
中
田
3
）が

一
言
。
そ
れ
を
聞
い
た
み
ん
な
は

大
笑
い
。
作
業
を
し
な
が
ら
止
ま

ら
な
い
球
磨
弁
と
笑
い
声
。
箱
に

詰
め
る
の
は
慣
れ
た
様
子
。
お
し

ゃ
べ
り
し
て
い
る
は
ず
な
の
に
、

次
々
に
作
業
が
進
ん
で
い
き
ま
す
。

“ばあちゃん”の
笑い声、ちょいと詰めて―

特集　地域おこし協力隊リポート

か
ず  

よ

の
り  

よ

ひ
ろ  

こみ

さ　

こ

今は、インターネットが普及し、

写真や動画などで簡単にふるさと

を思い出すことができますが、“あ

のときのあの味”を味わうことは

なかなかできません。湯前がどん

なところなのかを知ってもらいた

い、湯前を離れてもまた思い出し

てもらいたいという思いで、いっ

ぱいに詰められた箱は全国各地へ

送られます。お正月前に届いたで

あろうふるさと便。湯前のばあち

ゃんの元気な球磨弁と笑い声がみ

んなのところに届いたかな…。

(安井)

取材を終えて…

手
作
り
の
温
か
み
は
全
国
へ

　

現
在
ふ
き
だ
ま
り
と
し
て
活
動

し
て
い
る
の
は
、
物
産
販
売
所
、

元
「
湯
芽
科
房
」
の
会
員
だ
っ
た
６

人
の
女
性
。
名
前
の
由
来
は
「
自

分
た
ち
で
作
っ
た
も
の
を
売
っ
て

得
た
お
金
が
小
銭
で
も
、
集
ま
れ

ば
大
き
く
な
っ
て
楽
し
み
に
つ
な

が
る
」
こ
と
か
ら
。
湯
前
の
味
を

お
届
け
す
る
ふ
る
さ
と
便
は
、
以

前
湯
芽
科
房
で
行
わ
れ
て
い
た
も

の
で
す
。
当
時
か
ら
ふ
る
さ
と
便

を
利
用
す
る
人
が
、
お
歳
暮
な
ど

で
家
族
や
友
達
に
送
っ
て
い
て
、

お
届
け
先
は
九
州
か
ら
北
海
道
ま

で
。
利
用
す
る
人
が
新
た
な
人
を

呼
び
、
毎
年
注
文
が
増
え
て
い
ま

す
。

　

箱
の
中
身
を
開
け
る
と
、
た
く

あ
ん
・
ゆ
ず
こ
し
ょ
う
・
こ
ん
に

ゃ
く
・
丸
も
ち
・
酢
こ
ん
ぶ
・
梅

干
し
な
ど
が
ぎ
っ
し
り
。
ス
ー
パ

ー
で
買
え
る
も
の
と
は
味
も
大
き

さ
も
違
い
、
手
作
り
な
ら
で
は
の

温
か
さ
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
と

こ
ろ
が
魅
力
で
す
。
材
料
は
自
分

の
畑
や
知
り
合
い
の
農
家
か
ら
分

け
て
も
ら
っ
た
野
菜
を
使
っ
て
い

ま
す
。
６
人
は
そ
れ
ぞ
れ
分
担
し
、

一
人
一
人
得
意
な
も
の
を
作
っ
て

い
ま
す
。

　

す
べ
て
の
商
品
を
箱
に
入
れ
終

わ
っ
た
あ
と
に
、
地
元
の
新
聞
紙

を
商
品
の
上
に
そ
っ
と
か
け
て
い

ま
し
た
。「
こ
い
ば
見
て
懐
か
し
か

ぁ
〜
っ
て
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
ね
！
」
と
那
須
憲
代
さ
ん
（
71

＝
浅
鹿
野
）
。
地
元
愛
い
っ
ぱ
い

の
ふ
る
さ
と
便
が
で
き
あ
が
り
ま

し
た
。

届
け
先
の
幸
せ
が

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
生
き
が
い

　

お
届
け
先
か
ら
「
大
き
な
お
も

ち
に
幸
せ
を
感
じ
な
が
ら
美
味
し

く
い
た
だ
き
ま
し
た
」
な
ど
と
、

ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
の
元
に
は
手
紙

も
届
き
ま
す
。「
も
ら
っ
た
人
が
、

箱
開
け
た
ら
び
っ
く
り
す
っ
ご
と

一
箱
一
箱
に
（
私
た
ち
の
）
気
持

ち
を
込
め
ん
ば
ね
」
と
深
水
博
子

さ
ん
（
71
＝
野
中
田
3
）。
椎
葉
美

砂
子
さ
ん
（
84
＝
中
猪
）
は
「
来
年

も
達
者
で
お
っ
て
、
こ
の
作
業
ば

せ
ん
ば
。
こ
い
が
長
生
き
の
秘
け

つ
ば
い
！
」
と
毎
年
ふ
る
さ
と
便

を
送
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
全
員
が
集
ま
る
作
業
場
に
み

ん
な
の
生
き
が
い
が
あ
り
ま
し
た
。

安井 佳奈

リポーター
やす い　 か  な

1

3

2

　おしゃべりして顔は笑っていても、慣れた手つきで作業

はテキパキ　利用した人から口コミで広がり、送り先も増

えている　「価格じゃなか。もらった人がびっくりすっご

と」と、段ボールいっぱいに詰まった思いとふるさとの味

1

2

3

元気な球磨弁と笑顔でふるさと便を全国へ届けるばあちゃんたち

（左から那須憲代さん、椎葉ムツメさん、甲斐ケイ子さん、椎葉美砂子さん、山本和代さん、深水博子さん）
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第
6
回
公
認
奥
球
磨
ロ
ー
ド
レ

ー
ス
大
会
は
１
月
14
日
、
水
上
中

学
校
を
ス
タ
ー
ト
、
水
上
村
役
場

を
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
と
す
る
コ
ー
ス

で
開
か
れ
、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
一

般
男
女
や
高
校
生
男
子
10
㌔
、
女

子
フ
リ
ー
5
㌔
な
ど
６
部
門
で
開

か
れ
、
4
9
4
人
が
完
走
し
ま
し

た
。

　

大
会
は
湯
前
町
、
多
良
木
町
、

水
上
村
、
熊
本
県
陸
上
競
技
協
会

が
主
催
。
中
学
生
男
子
（
５
㌔
）
、

女
子
フ
リ
ー
（
５
㌔
）
、
一
般
男
女

（
ハ
ー
フ
）
、
高
校
生
男
子
（
10
㌔
）

の
順
に
選
手
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
ハ
ー
フ
に
は
6
年
連
続
で
の

出
場
と
な
る
川
内
優
輝
選
手
（
埼

玉
県
庁
）
を
は
じ
め
、
全
国
で
活

躍
す
る
実
業
団
・
大
学
の
選
手
39

人
を
招
待
し
ま
し
た
。

　

ハ
ー
フ
男
子
で
は
3
人
の
外
国

人
選
手
が
レ
ー
ス
を
引
っ
張
り
、

例
年
以
上
の
高
速
レ
ー
ス
を
展
開
。

カ
レ
ミ
・
ズ
ク
選
手
（
ト
ヨ
タ
自

動
車
九
州
）
が
１
時
間
01
分
48
秒

の
タ
イ
ム
で
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
し
、

大
会
新
記
録
を
樹
立
し
ま
し
た
。

日
本
人
ト
ッ
プ
は
4
位
の
住
田
優

載
選
手
（
日
体
大
）で
1
時
間
03
分

11
秒
。
川
内
選
手
は
7
位
と
な
っ

　力をふりしぼったラストスパートで7位と

なった川内優輝選手　過去最速のペースで進む

トップ集団。さまざまな駆け引きが展開された

ハーフ男子、高速レースを展開

第６回公認奥球磨ロードレース大会

ゆ
う  

き

ま
さ

の
り

中学男子５㌔ 15位　
17分23秒

８位入賞と16分台を目標にして

レースに挑んだ。ラスト２㌔で

ペースが落ちてしまったことが

悔やまれる。これからは後半の

粘りをもっと鍛えていきたい。

中田 光選手(湯前中３年＝田上)

ハーフ男子 66位
1時間09分11秒

春のトラックシーズンに向け、

今回はペース走だったので余裕

を持って走ることができた。沿

道の大きな声援も力になった。

来年のニューイヤー駅伝はメンバ

ー入りを目指して頑張りたい。

廣末 卓選手(21＝日清食品)

ひろすえ  すぐる

なか  た  ひかる

湯前出身者の声

た
も
の
の
、
昨
年
か
ら
1
分
以
上

縮
め
、
1
時
間
03
分
28
秒
の
好
タ

イ
ム
を
記
録
し
ま
し
た
。

　

ハ
ー
フ
女
子
で
は
、
昨
年
レ
ー

ス
を
制
し
た
赤
坂
よ
も
ぎ
選
手（
名

城
大
）
が
1
時
間
13
分
36
秒
の
タ

イ
ム
で
連
覇
を
達
成
。
上
位
3
人

の
タ
イ
ム
の
合
計
で
競
わ
れ
た
団

体
の
部
で
は
、
ハ
ー
フ
男
子
で
黒

崎
播
磨
が
３
時
間
08
分
46
秒
、
女

子
は
名
城
大
学
が
３
時
間
46
分
00

秒
で
第
１
位
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

沿
道
に
は
多
く
の
観
客
が
駆
け

つ
け
、
選
手
を
応
援
。
本
町
出
身

の
選
手
や
地
元
中
・
高
校
生
も
出

場
し
、
大
き
な
声
援
を
背
に
力
走

し
て
い
ま
し
た
。

CLOSE 　UPTOWN
PRIDE.

CLOSE UP／
OKUKUMA  
ROADRACE  

前人未踏の１時間01分代で大会新記録を樹立したカレミ・ズク選手(トヨタ自動車九州)

2

1

1

2
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▼
ハ
ー
フ
男
子
　

　
①
カ
レ
ミ
・
ズ
ク
（
ト
ヨ
タ
自
動
車
九
州
）

　
　
１
時
間
01
分
48
秒

　
②
メ
ラ
ク
・
ア
ベ
ラ
（
黒
崎
播
磨
）

　
　
１
時
間
01
分
57
秒

　
③
ジ
ョ
エ
ル
・
ム
ァ
ウ
ラ
（
黒
崎
播
磨
）

　
　
１
時
間
03
分
01
秒

　
④
住
田
　
優
載
（
日
体
大
）

　
⑤
藤
本
　
拓
　
（
ト
ヨ
タ
自
動
車
）

　
⑥
倉
田
　
翔
平
（
G
M
O
ア
ス
リ
ー
ツ
）
　

　
⑦
川
内
　
優
輝
（
埼
玉
県
庁
）

　
⑧
林
　
竜
之
介
（
Ｓ
Ｇ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
）

　
　
廣
末　

卓　

（
日
清
食
品
＝
田
上
出
身
）

▼
ハ
ー
フ
女
子 

　
①
赤
坂
　
よ
も
ぎ
（
名
城
大
）

　
　
1
時
間
13
分
36
秒

　
②
床
呂
　
沙
紀
（
京
セ
ラ
）

　
　
1
時
間
14
分
08
秒

　
③
小
﨑
　
ま
り
（
ノ
ー
リ
ツ
）

　
　
1
時
間
14
分
43
秒

　
④
南
　
美
沙
希
（
ワ
コ
ー
ル
）

　
⑤
松
枝
　
未
代
（
鹿
児
島
銀
行
）

　
⑥
松
浦
　
佳
南
（
名
城
大
）

　
⑦
鈴
木
　
彩
智
歩
（
日
体
大
）

 「頑張れ多良木！」、町

民の声援を受けて足を進

める大山選手(多良木高

２年=田上)　沿道の応援

者も過去最多。旗を振っ

て選手の背中を押した

　本町を折り返すハーフ男子の選手た

ち　県内各地の中・高校生と５㌔を

争った湯前中陸上部(永濵香琳選手)

　
⑧
塩
崎
　
葵
　
（
名
城
大
）

▼
高
校
男
子
・
10
㌔

　
①
キ
ム
ン
ゲ
・
サ
イ
モ
ン
（
東
海
大
福
岡
）

　
　
30
分
13
秒

　
②
髙
津
　
浩
揮
（
九
州
学
院
）

　
　
30
分
20
秒

　
③
伊
東
　
大
暉
（
鹿
児
島
実
業
）

　
　
30
分
24
秒

　
④
山
内
　
健
登
（
樟
南
）

　
⑤
江
口
　
清
洋
（
大
牟
田
）

　
⑥
畦
地
　
貴
斗
（
小
林
）

　
⑦
荒
木
　
勇
人
（
宮
崎
日
大
）

　
⑧
山
元
　
創
太
（
鹿
児
島
工
業
）

　
　

大
山　

亮
仁
（
多
良
木
）

　
　

江
夏　

樹
李
（
球
磨
工
）

▼
女
子
フ
リ
ー
・
5
㌔

　
①
菅
田
　
雅
香
（
東
海
大
福
岡
）

　
　
16
分
35
秒

　
②
清
水
　
遥
加
（
出
水
中
央
）

　
　
16
分
52
秒

　
③
松
本
　
亜
子
（
大
牟
田
）　

　
16
分
55
秒

　
④
吉
田
　
麗
羅
（
活
水
女
子
大
）

　
⑤
徳
田
　
優
里
海
（
出
水
中
央
）

　
⑥
林
田
　
彩
　
（
ル
ー
テ
ル
学
院
）
　

　
⑦
軸
屋
　
七
海
（
活
水
女
子
大
）

　
⑧
黒
田
　
澪
　
（
ル
ー
テ
ル
学
院
）

▼
中
学
男
子
・
５
㌔

　
①
庭
瀬
　
俊
輝
（
福
岡
城
南
）　

　
16
分
03
秒

　
②
永
井
　
駿
　
（
相
良
）

　
　
16
分
15
秒

　
③
渋
谷
　
龍
星
（
帯
山
）

　
　
16
分
30
秒

　
④
佐
々
木
　
瑠
希
（
球
磨
）

　
⑤
森
　
大
綺
　
（
不
知
火
）

　
⑥
浦
上
　
和
樹
（
不
知
火
）

　
⑦
横
井
　
優
斗
（
人
吉
第
二
）

　
⑧
田
尻
　
大
遥
（
不
知
火
）

　　

中
田　

光　

（
湯
前
）

　
　

中
田　

翔　

（
湯
前
）

　
　

福
屋　

渉　

（
湯
前
）

　
　

篠
宮　

光
陽
（
湯
前
）

　
　

北
崎　

雄
一
郎
（
湯
前
）

　
　

稲
森　

隼
都
（
湯
前
）

　
　

中
村　

孔
亮
（
湯
前
）

　
　

黒
木　

海
斗
（
湯
前
）

　
　

星
原　

海
斗
（
湯
前
）

　
　

中
田　

優
輝
（
湯
前
）

　
　

那
須　

龍
樹
（
湯
前
）

　
　

村
山　

蓮　

（
湯
前
）

▼
中
学
女
子
・
5
㌔

　
①
梅
崎
　
可
愛
（
姪
浜
）

　
17
分
30
秒

　
②
川
辺
　
千
聖
（
山
江
）

17
分
46
秒

　
③
川
口
　
綾
那
（
人
吉
第
二
）　

18
分
43
秒

　
④
黒
木
　
友
比
奈
（
人
吉
第
二
）

　
⑤
新
　
真
帆
（
人
吉
第
二
）

　
⑥
田
中
　
く
る
み
（
人
吉
第
二
）

　
⑦
尾
方
　
唯
莉
（
相
良
）

　
⑧
林
田
　
唯
　
（
あ
さ
ぎ
り
）

　
　
永
濵　

香
琳
（
湯
前
）

　
　

椎
葉　

愛
華
（
湯
前
）

　
　

庄
籠　

珠
有
（
湯
前
）

　
　

石
井　

日
和
子
（
湯
前
）

　
　

小
田　

菜
波
（
湯
前
）

〈
チ
ー
ム
特
別
賞
〉

▼
ハ
ー
フ
男
子

　
①
黒
崎
播
磨

　
②
ト
ヨ
タ
自
動
車
九
州

　
③
日
体
大

▼
ハ
ー
フ
女
子

　
①
名
城
大

　
②
日
体
大

　
③
肥
後
銀
行

▼
高
校
男
子

　
①
東
海
大
福
岡

　
②
樟
南

　
③
九
州
学
院

▼
女
子
フ
リ
ー

　
①
東
海
大
福
岡

　
②
出
水
中
央

　
③
ル
ー
テ
ル
学
院

▼
中
学
男
子

　
①
不
知
火

　
②
帯
山

　
③
人
吉
第
二

▼
中
学
女
子

　
①
人
吉
第
二

　
②
あ
さ
ぎ
り

　
③
帯
山

184187
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大
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果
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九州各地の強豪校が集った高校男子10㌔

２年連続でハーフ女子を制した

赤坂よもぎ選手(名城大４年)　
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第
68
回
湯
前
町
成
人
式
は
1
月
4
日
、

八
勝
寺
阿
弥
陀
堂
一
帯
で
開
か
れ
、
町

内
外
に
進
学
・
就
職
し
た
新
成
人
34
人

が
伝
統
の
植
林
で
旧
友
と
新
た
な
思
い

出
を
つ
く
っ
て
い
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
成
人
は
平
成
9
年
4
月
2

日
か
ら
平
成
10
年
4
月
1
日
に
生
ま
れ

た
町
内
出
身
者
38
人
が
対
象
。
う
ち
男

性
18
人
、
女
性
16
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
多
く
の
地
域
住
民
が
駆
け

つ
け
、
新
成
人
を
温
か
く
歓
迎
。
新
成

人
を
代
表
し
て
稲
葉
翔
太
さ
ん
（
20
＝

田
上
）
が
「
町
を
上
げ
て
私
た
ち
を
祝
福

し
て
く
だ
さ
り
、
感
謝
し
て
い
る
。
ど

ん
な
と
き
も
自
分
を
見
失
わ
な
い
心
と

健
康
な
体
で
、
明
る
く
正
し
い
社
会
人

苗木と一緒に思い出もきざんだ成人たち 仲間と協力して笑顔で植林をする成人たち 感謝と誓いの答辞を述べた稲葉さん

　地面を踏み、苗

木をしっかり植え

る　　作業中も絶

えない笑顔　成人

とともに育つ苗木

成
人
と
し
て
の

自
覚
と
新
た
な

決
意
を
胸
に
―

第68回湯前町成人式

し
ょ
う 

た

な
お  

き

ワ　

ン　

ピ　

ー　

ス

り　

な

CLOSE 　UPTOWN
PRIDE.

愛知県で就職した

小・中学校時代の仲間たちと懐かし

い話や他愛のない話ができて楽しか

ったです。はっきりとした目標は決

まっていませんが、将来、何か湯前に

貢献できるようなことをしたいです。

笹田 秀一さん(愛知県=下村出身)

4月からパティシエとして働く

お客さんに笑顔を届けられるような

ケーキを作れるように頑張ります。

小学校以来の植林でしたが、おしゃ

べりしながら楽しく植林することが

できました。

浅生 晴郁さん(大阪府=中猪出身)

  あ  そう　はる  か ささ  だ　しゅういち

1

1

2

3

3

4

4

と
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
答
辞
。

小
松
尚
貴
さ
ん
（
20
＝
野
中
田
3
）が

「
新
成
人
と
し
て
自
覚
と
責
任
を
持
ち
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
す
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
飲
酒
運
転
や
暴
走
運
転
を
絶

対
に
せ
ず
、
子
ど
も
や
高
齢
者
を
交
通

事
故
か
ら
守
れ
る
思
い
や
り
と
優
し
さ

を
持
っ
て
行
動
し
た
い
」
と
交
通
安
全

を
宣
言
し
ま
し
た
。

　

昨
年
、
熊
本
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
本
町
に
ラ
ッ
ピ
ン
グ
列
車
を
走
ら
せ

た
人
気
漫
画
「
O
N
E　

P
I
E
C
E
」
の

作
者
、
尾
田
栄
一
郎
さ
ん
が
県
内
の
成

人
に
イ
ラ
ス
ト
入
り
限
定
ク
リ
ア
フ
ァ

イ
ル
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
鶴
田
正
已
町
長

が
代
表
者
の
山
崎
莉
奈
さ
ん
（
20
＝
上

里
2
）
へ
球
磨
焼
酎
と
と
も
に
尾
田
さ

ん
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
手
渡
し
、
地

域
婦
人
会
か
ら
は
湯
楽
里
の
入
浴
券
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
植
林
は
八
勝
寺
近
く
の
町
有
林

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
成
人
た
ち
は
ク

ワ
を
持
ち
、
山
の
斜
面
を
駆
け
上
が
る

と
、
ブ
ナ
の
苗
木
3
0
0
本
を
植
え
て

い
き
ま
し
た
。
植
林
中
は
旧
友
と
の
昔

話
や
地
域
の
人
と
の
会
話
も
は
ず
み
、

終
始
笑
い
声
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

植
林
後
は
湯
楽
里
の
ス
タ
ッ
フ
が
振
る

舞
う
ぜ
ん
ざ
い
で
体
を
温
め
て
い
ま
し

た
。

2
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し
ん 

や

き　

ら　

り

　

平
成
30
年
湯
前
町
消
防
団
出
初

式
・
放
水
競
技
大
会
は
１
月
５
日

に
湯
前
小
学
校
体
育
館
一
帯
で
開

か
れ
、
1
2
2
人
の
団
員
が
集
結
。

放
水
競
技
大
会
で
は
小
型
ポ
ン
プ

の
部
で
第
４
分
団
第
１
部
（
上
村
）

が
6
連
覇
、
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

で
は
第
2
分
団
第
１
部
（
上
下
染

田
）
が
２
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

放
水
競
技
大
会
に
は
ポ
ン
プ
車

の
部
に
2
チ
ー
ム
、
小
型
ポ
ン
プ

の
部
に
12
チ
ー
ム
が
出
場
。
小
型

ポ
ン
プ
の
部
に
出
場
し
た
第
４
分

団
第
１
部
は
現
着
、
出
水
、
落
球

す
べ
て
で
最
速
タ
イ
ム
を
記
録
。

当
日
は
雨
の
降
る
悪
天
候
の
中
、

ポ
ン
プ
車
の
部
に
出
場
し
た
第
2

分
団
第
１
部
と
と
も
に
圧
巻
の
競

技
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
団
員
の
分
列
行
進
や

通
常
点
検
、
湯
前
保
育
園
、
慈
光

こ
ど
も
園
の
年
長
児
に
よ
る
通
常

点
検
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

優
勝
し
た
２
チ
ー
ム
と
小
型
ポ

ン
プ
車
の
部
で
２
位
と
な
っ
た
第

４
分
団
第
２
部
（
下
村
）
は
1
月

11
日
に
多
良
木
町
多
目
的
総
合
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
開
か
れ
た
平
成
29
年

度
上
球
磨
消
防
団
連
合
会
放
水
競

技
大
会
に
出
場
。
管
内
３
町
村
の

代
表
３
チ
ー
ム
が
出
場
し
た
ポ
ン

プ
車
の
部
で
第
２
分
団
第
１
部
が

２
位
、
４
町
村
の
代
表
8
チ
ー
ム

が
出
場
し
た
小
型
ポ
ン
プ
車
の
部

で
は
、
第
４
分
団
第
１
部
が
7
位
、

第
４
分
団
第
2
部
が
8
位
と
な
り

ま
し
た
。

〈
放
水
競
技
〉

▼
小
型
ポ
ン
プ
の
部

No.1

　

子
ど
も
議
会
が
12
月
21
日
に
湯

前
町
役
場
内
の
議
場
で
開
か
れ
、

湯
前
中
学
校
（
古
家
慎
也
校
長
）
の

3
年
生
28
人
が
議
員
に
な
り
き
り
、

住
環
境
や
産
業
の
振
興
な
ど
、
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
町
執
行
部
と

意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
政
治
へ
の
関
心

を
深
め
、
町
の
未
来
に
つ
い
て
考

え
る
機
会
を
つ
く
ろ
う
と
町
議
会

改
革
調
査
特
別
委
員
会
が
企
画
し
、

初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
29
日
に
湯
前
中
で
事
前
学

習
会
を
開
き
、
生
徒
た
ち
は
現
職

の
議
員
か
ら
質
問
の
仕
方
や
内
容

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま
し
た
。

　

議
場
に
上
が
っ
た
生
徒
た
ち
は

6
班
に
分
か
れ
①
住
環
境
②
産
業

振
興
③
教
育
環
境
④
伝
統
芸
能
⑤

観
光
の
推
進
⑥
福
祉
―
に
つ
い
て
、

順
番
に
質
問
し
ま
し
た
。
議
員
や

保
護
者
ら
が
傍
聴
席
で
見
守
る
中
、

堂
々
と
発
表
。
鶴
田
正
已
町
長
ら

執
行
部
が
具
体
的
な
数
字
や
方
針

を
示
し
な
が
ら
、
生
徒
か
ら
の
質

問
に
分
か
り
や
す
く
答
え
て
い
き

ま
し
た
。「
部
活
動
か
ら
帰
る
と
き

に
暗
い
道
を
通
る
人
も
い
る
の
で

①
第
４
分
団
第
１
部
（
上
村
）

②
第
４
分
団
第
２
部
（
下
村
）

③
第
３
分
団
第
４
部
（
田
上
）

▼
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

①
第
２
分
団
第
１
部
（
上
下
染
田
）

〈
年
間
総
合
成
績
〉

①
第
２
分
団
第
１
部
（
上
下
染
田
）

②
第
３
分
団
第
３
部
（
野
中
田
）

③
第
２
分
団
第
４
部
（
下
城
）

〈
熊
本
県
消
防
協
会
功
績
章
〉

※
20
年
以
上
勤
続　

○
本
村　

 

大
班
長
（
第
１
分
団
第
２
部
）

○
那
須 

俊
行 

部
長
（
第
１
分
団
第
３
部
）

○
椎
葉 

泰
裕 

団
員
（
第
３
分
団
第
４
部
）

○
多
田 

一
樹 

部
長
（
第
４
分
団
第
３
部
）

〈
上
消
連
放
水
競
技
〉

▼
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

①
水
上
村

②
湯
前
町
（
第
2
分
団
第
1
部
）

③
多
良
木
町

▼
小
型
ポ
ン
プ
の
部

①
②
あ
さ
ぎ
り
町

③
多
良
木
町

⑦
湯
前
町
（
第
4
分
団
第
1
部
）

⑧
　
〃
　
（
第
4
分
団
第
2
部
）Ho

to
pi

ホ
ッ
ト
な
わ
だ
い
を
あ
な
た
へ

ホ
ッ
ト
ピ

　視線をまっすぐ向け、鶴田

町長の答弁を真剣に聞く生徒

たち　ノートにもしっかりメモ

L
E
D
や
ソ
ー
ラ
ー
街
灯
を
使

っ
て
は
」「
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
の

利
用
者
を
増
や
す
た
め
に
新
し
い

遊
具
を
置
い
た
方
が
い
い
と
思

う
」
な
ど
の
提
案
や
「
若
者
の
働

く
機
会
を
ど
う
確
保
し
て
い
く
の

か
」
な
ど
の
疑
問
を
投
げ
か
け
、

分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
再

び
問
い
直
す
積
極
的
な
姿
も
あ
り

ま
し
た
。

　

渕
田
希
美
星
さ
ん
（
同
校
3
年

＝
下
里
）は
「
あ
ら
た
め
て
、
自
分

た
ち
が
住
む
町
に
つ
い
て
深
く
考

え
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
か
ら

先
は
、
私
た
ち
若
者
に
か
か
っ
て

い
る
の
で
、
湯
前
の
た
め
に
活
動

し
て
い
き
た
い
」
、
荒
木
さ
く
ら

さ
ん
（
同
校
3
年
＝
野
中
田
3
）は

「
一
番
目
に
質
問
を
し
た
の
で
緊

張
し
た
。
私
た
ち
の
提
案
や
質
問

に
、
く
わ
し
く
答
え
て
も
ら
え
た

の
で
よ
か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

消
防
団
出
初
式
・
放
水
競
技
大
会

消
防
団
出
初
式
・
放
水
競
技
大
会

4
分
団
1
部（
上
村
）V
6
、

ポ
ン
プ
車
は
2
分
団
1
部（
上
染
田
）が
連
覇

本
町
初
の「
子
ど
も
議
会
」

本
町
初
の「
子
ど
も
議
会
」

ま
ち
づ
く
り
に
中
学
生
が

意
見
交
わ
す

No.2

６連覇を達成し、上消連に出場した第４分団第１部自分の意見を堂々と発表する生徒

1

2

山々が雪化粧をする寒空の中

で競技する第２分団第１部

1

2

元気に通常点検を披露し

た町内の保育園児たち
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　都川やまわりの田畑とともに美

しい景観を生み出している「下町

橋」。町道下城線を進み、林酒造

場近くの都川にかかっています。

橋の上にはガードレールがあり、

渡るだけでは普通の道路との区別

がつきませんが、下から見上げる

と立派な石橋になっています。

　長さはおよそ17㍍。橋の名前は

都川をはさんだ「下城」と「古町」

という地名からつけられたと言わ

れています。地元では近くに権現

神社があったことから権現橋とも

呼ばれています。

　橋の両側の太い柱には、「志多

　前回の作業で仏像の頭と体を割

り放して、それぞれの素材を彫り

進めやすくしました。今回は、顔

や毛筋、体の細かな衣文をいろん

な種類の彫刻刀を使って仕上げま

した。仕上げの作業はヤスリなど

を使わず、彫刻刀のみで行うの

で、天然の砥石を使って彫刻刀を

とぎ上げます。

　１月上旬、学内で文化財保存学

科の修士課程２年生全員が参加す

る、口頭発表会が行われました。

口頭発表会では、文化財保存学科

で彫刻や日本画、油画を研究する

学生が作品を教授たちの前で発表

します。私は作品とパネルを使っ

て、城泉寺の勢至菩薩像の研究成

果を発表しました。

あ
ゆ
み
の
会
ク
リ
ス
マ
ス

み
ん
な
が
主
役
、

障
が
い
者
へ
の
理
解
を
深
め
る

と
よ 

こ

美しい景観を生み出す石橋

湯文化のタカラ。
～日本で最も豊かな隠れ里の歴史～

下町橋
（町指定重要文化財）

Treasure of Culture　　

Vol.10

つうじゅんきょう

れいだいきょう

※□は風化していて読むことができない

なか    お　    りん    こ

ZoomUp 

まち□※」や「明治三十九□」と刻

んであり、明治39年（1906）に造

られたことが分かります。費用は

270円（現在の540万円ほど）。こ

の橋を 手 が け た の は 、 通 潤 橋

（山都町）や霊台橋（美里町）など

各地の石橋を手がけた、八代市の

石工集団「種山石工」を受け継ぐ

人たちと言われています。

Culture＋ 城泉寺の仏像制作状況をリポート

研究の成果を学内で発表

中尾 綾子さん

(28=東京藝術大大学院)

　１月28日から２月３日まで大学

で「卒業修了制作展」が行われ、東

京芸術大学の４年生や修士２年生

が制作した作品を展示します。こ

の展示には、模刻させてもらった

勢至菩薩像も展示されています。

ボ

　低くなっ

ていて普段

は気づきに

くいが橋の

端の柱には

明治三十九

の文字が確

認できる

1

　
　

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
あ

　
　

ゆ
み
の
会
」（
地
内
豊
子
代

表
）
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
が
12
月
23

日
に
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
、
郡
市
内
の
障
が
い
者
支

援
施
設
や
人
吉
球
磨
精
神
保
健
福

祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
麦
の
会
」
な

ど
か
ら
知
的
・
身
体
・
精
神
障
が

い
者
と
そ
の
家
族
、
地
域
住
民
ら

1
3
7
人
が
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

や
食
事
を
楽
し
み
な
が
ら
心
の
交

流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

同
会
は
、
障
が
い
者
と
地
域
住

民
が
交
わ
る
こ
と
で
、
き
ず
な
を

深
め
て
ほ
し
い
と
23
年
前
に
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
ク
リ
ス
マ
ス
会
は

設
立
当
初
か
ら
毎
年
開
か
れ
、
毎

年
7
月
に
は
七
夕
祭
り
も
開
催
。

温
か
な
交
流
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

会
長
の
地
内
さ
ん
が
「
言
葉
と

笑
顔
を
た
く
さ
ん
出
し
な
が
ら
、

無
理
を
し
な
い
範
囲
で
ゆ
っ
く
り

今
日
一
日
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」

と
あ
い
さ
つ
。「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

楓
」
の
メ
ン
バ
ー
が
バ
イ
オ
リ
ン

な
ど
で
ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん
だ

曲
を
演
奏
し
、
参
加
者
は
鈴
を
鳴

ら
し
て
演
奏
に
協
力
し
ま
し
た
。

　

じ
ゃ
ん
け
ん
列
車
や
輪
に
な
っ

て
の
ダ
ン
ス
、
歌
を
楽
し
ん
だ
あ

と
、
カ
ム
ワ
ー
ク
た
ん
ぽ
ぽ
（
多

良
木
町
）
に
よ
る
「
こ
の
木
な
ん

の
木
」
の
手
話
ソ
ン
グ
、
就
労
支

援
セ
ン
タ
ー
せ
せ
ら
ぎ
（
本
社
＝

人
吉
市
）
に
よ
る
ダ
ン
ス
な
ど
、

施
設
の
利
用
者
や
職
員
に
よ
る
出

し
物
が
あ
り
、
会
場
は
盛
り
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

昼
食
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

真
心
を
込
め
て
作
っ
た
手
作
り
の

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
や
ケ
ー
キ
が
用
意

さ
れ
、
参
加
者
は
お
い
し
そ
う
に

ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。
午
後
か

ら
は
キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
や
プ

レ
ゼ
ン
ト
交
換
を
笑
顔
で
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
参
加

者
が
松
ぼ
っ
く
り
や
ベ
ル
、
リ
ボ

ン
を
飾
っ
た
ク
リ
ス
マ
ス
用
の
か

べ
掛
け
や
ツ
リ
ー
も
用
意
さ
れ
、

温
か
な
ク
リ
ス
マ
ス
の
雰
囲
気
に

包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　手をつないで輪になり、笑顔でダンスを楽しむ参加者　アンサンブル楓の演奏に

聞き入る参加者。歌や鈴で一緒に演奏も体験　手話ソングなど、参加者による出し

物も盛り上がった

1

松の葉やリボン、松ぼっくりを使った

クリスマス用のかべ掛け

2

3

2

　近くの田畑と

ともに美しい景観

を生み出す下町橋

1

1

2

2

　彫刻刀で仕上げた仏像。１月末から始まった

作品展に展示されています　学内で行われた

発表会ではパネルや作品を使いながら研究を報

告しました

1

2

1

23
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Monthly Topics
マンスリートピックス

湯前町の１カ月のできごと

一流監督・選手らが指導
東海大学陸上教室

　東海大学陸上競技部中・長距離ブロック（両角速監督）は１

月13日に湯前町民グラウンドで陸上教室を開き、地元中・高

校生約60人にウオーミングアップの方法や走り方を教えてい

ました。

　一流選手とかかわることで地元の中高生たちに陸上への意

欲を高めてほしいと奥球磨３町村、奥球磨ロードレース実行

委員会が主催し、（公財）Ｂ&Ｇ財団が後援。湯前中、水上中、

多良木中、あさぎり中、人吉第二中、球磨工業高の生徒が参

加しました。

　東海大は昨年の出雲駅伝で優勝、ことしの箱根駅伝で５位

など好成績を収めている強豪。前半は髙田凛太郎選手（同大２

年＝九州学院出身）、西田壮志選手（１年＝九州学院出身）ら６

人の選手がウオーミングアップを指導しました。参加者は体

を動かすことで体温を上げながら筋肉の動きを広げる「ダイナ

ミックストレッチ」や、体幹を鍛えるトレーニングを体験。選

手らと会話を交わして楽しく学んでいました。

　後半は、両角監督が走り方を指導。参加者は「親指があごに

つくぐらい腕を振って」「つま先で接地を」「地面をかくように

進む」など、両角監督からの具体的なアドバイスを頭に入れな

がら練習しました。湯前中陸上部主将の福屋渉さん（同校２年

＝瀬戸口）は「腕の振り方や足の接地などたくさん学ぶことが

あった。自分たちの練習にも取り入れていきたい」と話してい

ました。

1月13日(土)

電子黒板の使い方を学ぶ教員たち

ICTスキルを向上
湯前小・中学校合同研修会

　教育委員会は12月20日に湯前小学校（菅原浩子校長）と湯前

中学校（古家慎也校長）の教員を対象にした合同研修会を同小

で開き、両校の教員や教育委員会関係者39人がＩＣＴ（情報通

信技術）を授業で活用する方法を学びました。

　同小５年生担任の吉海雄平教諭が、社会科でタブレットを

使った模擬授業を披露。児童が工業のさかんな地域の共通点

を探す場面を想定し、ポイントを押さえながら操作方法を紹

介しました。その後は外部からＩＣＴ支援員を講師に招い

て、電子黒板の使い方を学びました。教員たちは実際に画面

に文字を書いたり消したりして操作を体験していました。

12月20日(水)

森さんから漫画を添削してもらう参加者

プロが作品を添削
漫画家二人がまんが教室を開催

　「俺たちのフィールド」などを手がける漫画家、村枝賢一

さんと妻で漫画家の森真理さんによるまんが教室が１月６日

に下染田区の村枝アトリエで開かれ、約30人の参加者が漫画

の描き方を学びました。

　空き家を活用して活性化につなげようと本町が主催し、本

年度２回目の開催。教室では村枝さんが似顔絵の描き方、森

さんが４コマ漫画の描き方やコツを指導しました。４コマ漫

画の教室では、森さんが考えた４コマのあらすじを参加者が

オチや登場人物を変えて漫画を作成。できあがった作品を森

さんが添削しました。

1月6日(土)

こだわりのどんぶりを紹介した料理人たち

過去最多11店12品がずらり
奥球磨どんぶりフェア

　「2018奥球磨どんぶりフェア」のオープニングセレモニー

が１月11日に湯前町保健センターで開かれ、奥球磨３町村の

11店が地域の特産を使った、こだわりのどんぶり12品を提供

しています。

　３町村が連携する奥球磨広域連携推進協議会（鶴田正已会

長）が主催し、今回で14回目。店舗と品数は過去最多。本町か

らはレストラン徳丸、魚八、味工房さがら、湯楽里が参加。

期間は３月25日まで。スタンプラリーも開催され、特産品や宿

泊券などが贈呈されます。オープニングセレモニーでは、料理人

がそれぞれのこだわりを関係者やマスコミに紹介していました。

1月11日(木)

ひろ こ

ゆうへい

けんいち

しん り

もろずみはやし

りん た ろう

たけ  し

わたる

り  え

しん や

保護者の応援を受けて、最後まで走りきる園児

最後まで頑張れ！
湯前保育園マラソン大会

　湯前保育園（東理絵園長）のマラソン大会が１月20日に同

園一帯で開かれ、70人の園児が元気よくコースを走っていまし

た。

　東園長が「今日は最後まであきらめず、かっこいいところを

お父さんお母さんたちに見せてほしい」とあいさつ。霧のかか

る寒空の中、１～２歳児の約50㍍から順にスタート。泣いた

り、途中で転んでしまったりした園児もいましたが、保護者

や保育士らが「頑張れ！」と声援を送り、全員が最後まで走り

切りました。ゴールで待つ保護者は頑張った園児たちを優し

く抱きかかえ、「よく頑張ったね」とほめていました。

1月20日(土)

1

2

3

　両角監督から走り
方の指導を受け、真
剣なまなざしを向け
る参加者たち　大学
生がウオーミングアッ
プの方法を指導　選
手を先頭にコツを意
識して走る参加者

2

3

1
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INFORMATION 02

ECOLOG
読書のススメ

BOOKS

地震直前、動物の素顔

素顔の動物園

熊本日日新聞社(著)

熊本地震で長期休園中の熊本市動植物園。熊

本日日新聞に2015年4月から2016年1月まで連

載された同名シリーズを書籍化。地震直前、

園内すべての動物たちの「素顔」に迫る。

湯前町役場  ℡0966-43-4111　　保健センター  ℡43-4112　　中央公民館  ℡43-2050　　B＆G海洋センター  ℡43-4555　　湯～とぴあ  ℡43-4143

平成30年２月440号

■持ってくるもの
　①マイナンバーカードか、通知カードと身分証明書
　②利用者識別番号（昨年役場で申告した人は不要）
　③印鑑、預金通帳
　④生命保険料や地震保険料、火災保険料の支払証明書や領収証
　⑤源泉徴収票（給与、報酬、賃金、国民年金、厚生年金など）
　⑥障害者控除に当てはまる人……………障害者手帳など内容が分かるもの
　⑦医療費控除を受ける人…………………医療機関などの領収書、医療費通知
　⑧農業・営業・不動産で所得がある人…収支内訳書
　⑨その他、申告に必要な書類
　　（機械の取得日・取引価格が分かる書類や領収書、預金通帳など）
　※②の利用者識別番号を持っていない人は、税務町民課で手に入れることができます

■その他必要なもの
　・国民年金に入っている人………………支払証明書
　・所得税を預金口座振替で納税、還付申告で還付金の口座振込を希望する人
　　……………………………………………①本人名義の預金の種類と口座番号の控え
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②口座に届け出た印かん
　　※税務署から｢住宅取得控除証明書｣が送られてきた人は持ってきてください

　　※税務署から確定申告書が届いた人は、封筒に相談会場を指定されていることがあります

浜　川
下　城

上猪・中猪

田　上

下　村

瀬戸口
上里１・上里２

中里１・中里２
野中田１

野中田２

上染田

下染田

下　里
植　木

2 月 16 日（金）

2 月 19 日（月）

2 月 20 日（火）

2 月 21 日（水）

2 月 22 日（木）

2 月 23 日（金）

2 月 26 日（月）

2 月 27 日（火）

2 月 28 日（水）

3 月    1 日（木）

3 月    2 日（金）

3 月    5 日（月）

3 月    6 日（火）

3 月 7 日（火）～ 9 日（水）

古　城
浅鹿野

野中田３

上　村

馬　場

上里３

予備日

確定申告相談は２月１６日から３月９日まで

リサイクルステーションから

※汚れている物や不燃物を絶対に持ち込まない

※決められた物を決められた場所へ

２月の不燃物収集は７日・21日です（第１・３水曜日）

２月12日（月）振替休日は、ごみ収集します（月・木収集地区のみ）

中央公民館図書室　※貸出期間２週間／一人５冊まで

◯平日　午前８時30分～午後５時　◯土日・祭日　午前９時30分～午後５時

［問い合わせ］教育委員会　℡0966-43-2050

あなたにできるエコは？

11月分

12月分

昨年の
12月分

町 か ら の お 知 ら せ を お 届 け し ま す

－９８０

－１，０３０

－２，９３０

燃
え
る
ご
み

（kg）

６０，５２０
６２，３００
６３，２８０

燃
え
な
い
ご
み

（kg）

３，６５０
５，３９０
６，４２０

リ
サ
イ
ク
ル
品

（kg）

１１，４３０
１６，２１０
１９，１４０

粗
大
ご
み

（kg）

５４０
１，０８０１，０８０

有
害
ご
み

（kg）

０
８０

問い合わせ　　税務町民課

ごみ情報

 便利さや豊かさを当たり前のように感じながら過ごす毎日。地球
に大きな負担がかかって困るのは私たち人間です。環境問題を知っ
て、あなたにできることを考えてみませんか？

《環境問題と理由》※次回号に続く

【地球温暖化】……………海面の上昇、洪水・高潮、野生動物や食料生産の減少

　理由：空気中の二酸化炭素の増（石油・石炭などを燃やす）

【海洋汚染】………………有害物を食べた魚が人の体に取り込まれる

　理由：排水、油、化学物質の廃棄や事故

【野生生物の減少】…絶滅の危機にある動物が増えている

　理由：環境破壊、乱獲、外来生物、えさ不足

四季を楽しむベストガイド

熊本の目鑑橋345

上塚尚孝 (著)、熊本日日新聞社

めがね橋に魅せられた著者が熊本県内の大小

345ものめがね橋を紹介する石橋探訪の決定

版。熊本のめがね橋のデータを紹介するめが

ね橋一覧、年表も収録している。

障がいを乗り越えた名選手

児童図書

耳の聞こえないメジャーリーガー

ナンシー チャーニン (著)、光村教育図書

たくさん練習して夢を叶えた。でも、耳が聞

こえなかった。「ストライク」「セーフ」、今で

はだれもが知っている審判のジェスチャーを

考えた、一人のメジャーリーガーの伝記。

ユーモラスで温かい

いえすみねずみ

ジョン・バーニンガム (著)、ビーエル出版

この家には人間の家族のほかにネズミの家族

が住んでいる。 ネズミたちが退治されると知

った子どもたちはネズミに手紙を書いた。す

ると…

一般図書

■受付時間　午前：９時～11時30分、午後：１時30分～４時
■場　　所　湯前町役場　洋会議室

午　　前 午　　後 日

19 Feb_2018広 報 湯 前 18Feb_2018広 報 湯 前



戸籍の窓

今月の行事予定
※各地区の健康相談は各地区の公民分館で開催

※行事は１月23日時点。場合によっては変更になることがあります

振替休日建国記念の日

旬報配布

広報・旬報配布

特設人権相談所
10：00～　保健センター

健康相談 (中里２) 13：30～

B&Gベースアップ教室
19：00～
B&G体育館

B&Gベースアップ教室
19：00～
B&G体育館

B&Gベースアップ教室
19：00～
B&G体育館

健康相談 (瀬戸口)
13：30～

健康相談
9：00～　保健センター

健康相談 
(浅鹿野、野中田２)
13：30～

健康相談 (中猪)
13：30～

シニア向けタブレット講座
14：00～
湯～とぴあ

郡市対抗熊日駅伝
9：00～
天草市発

苺まつり
10：00～　改善センター

第２回観光案内人
モニターツアー
9：30～　湯～とぴあ発

慈光こども園発表会
９：00～　改善センター

健康相談
9：00～
保健センター

健康相談
9：00～　保健センター

Calendar２
保健師だより

Health

食生活のススメ

ビタミンEや鉄分で冷えを解消

Dietary habits

H29.12.１～12.31

１ ２　 　　 　

8 96 74

３

5

15 1613 1411

10

12

22 2320 2118

17

19 24

25

SUN
日

MON
月

TUE
火

WED
水

THU
木

FRI
金

SUT
土

26 27 28

ご結婚おめでとう

　 永田　健輔（福岡県）
　 森崎　天音（浅鹿野）

　 農望田　寛　（野中田２）
　 山田　美佳　（熊本市）

たんじょうおめでとう

　 税所　英心　一典（浜川）

ご冥福をお祈りします

　 田北　三男　（下里）

　 中村　格　　（瀬戸口）

　 那須　タヨ子（野中田１）

　 椎葉　靖　　（古城）

　 蔵座　景子　（上里１）

香典返し

　 田北　忠雄　（下里）

　 那須　勉　　（野中田１）

　 中村　健一郎（瀬戸口）　

　 椎葉　詔子　（古城）

　冷えは厚着だけでは防げないこともあります。体の内部が冷えやすいときは、
食習慣を見直すことが必要です。今月は体を温める食事を紹介します。

　冬に流行する感染症。中にはアルコールが効きにくいウイルスも。市販のハイター(次亜塩素酸ナトリウム)
を使うなど、消毒の方法を知っておきましょう。

アルコールが効きにくいウイルスには「ハイター」

保健師　東 和美

管理栄養士　田中 朋子

保護者名さいしょ　えいしん

《体を温める食べ物》
主食：もち米、ライ麦など
主菜：肉・魚類、納豆など
副菜：タマネギ、ニラ、カボチャ、大根、ショウガ、
　　　唐辛子、ニンニクなど

《末梢の血行を助けるビタミンE》
ナッツ類や脂ののった魚（サンマ、サケ、サバなど）、
野菜類（カボチャなど）に多く含まれています。

《全身に酸素を運ぶヘモグロビンの原料、鉄分》
赤身の肉や魚、レバー、大豆製品や野菜類に含まれています。

16日：18：30～　17日：10：00～　湯前町役場

観光コンテンツ制作ワークショップ　

婦人会だより

かたってみらんね

　新年になって寒い日が続いていますが、皆さんいかがお過ごしでしょうか。
インフルエンザも流行っているようです。どうぞご自愛ください。

３月４日、日本遺産めぐりを開催します

これから

町のマイクロバスで、多良木・久米・岡原方面に行きます。

支部会員・個人会員OKです。たくさんの参加をお願いします。

湯前町地域婦人会　　会長　橋田 實子

ハイターが使えないものは、
85度以上の熱湯で1分間消毒

※いざという時すぐ使えるよう、ひとまとめにして準備しておきましょう

嘔吐物の処理、汚れた場所の消毒は…床・ドアノブ、衣類、
食器のつけ置きは…

【処理方法】

①使い捨てのマスク・手袋・エプロンをつける

②新聞紙やペーパータオルで嘔吐物をおおい、
消毒液をかけて10分間置く

③吐物を新聞紙ごとすくいとり、二重にしたビニー
ル袋に入れる

④消毒液で周りの床（半径２㍍）を拭き、ビニール
袋に入れる

⑤マスク・手袋・エプロンは、ビニール袋へ

⑥残った消毒液をビニール袋に注ぎ、封をする

訂正とお詫び　　１月号のP12の内容に一部誤りがありました。訂正しお詫び申し上げます。
　　　　　　　　誤：５区　久保田　宏（田上A） 　　　正：５区　久保田　宏（野中田）

12月６日(水)　支部長研修　パン作り体験

12月13日(水)　支部長会　正月用のフラワーアレンジメントを作成

１月４日(木)　成人式　成人者に湯楽里の入浴券を贈呈

１月14日(日)　郡婦連モデル事業　日赤事前発表説明会に参加

２月10日(土)　県モデル事業

　　　　　　　　日赤実践活動発表会（宇城市 三角センター）

３月４日(日)　日本遺産めぐり

B&G財団会長杯ビーチボールバレー
19：30～　B&G体育館

21 Feb_2018広 報 湯 前 20Feb_2018広 報 湯 前



巻末リポート　「市房漬の日」感謝祭

「
フ
レ
ン
チ
」か
ら

「
お
や
つ
」ま
で

　

同
組
合
へ
野
菜
を
提
供
す
る

生
産
者
や
応
援
し
て
く
れ
る
地

域
住
民
へ
の
感
謝
を
込
め
て
企

画
さ
れ
、
今
回
で
4
回
目
。
ア

イ
デ
ア
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
で
は

「
さ
て
、
漬
物
で
何
が
で
き
る
？
」

を
テ
ー
マ
に
、「
市
房
み
そ
」「
か

ら
し
漬
」「
高
菜
炒
め
煮
」
な
ど
の

商
品
を
一
つ
以
上
使
っ
た
レ
シ

ピ
を
募
集
。
今
回
は
郡
内
か
ら

29
品
の
応
募
が
あ
り
、
肉
料
理

や
揚
げ
物
、
フ
レ
ン
チ
、
お
つ

ま
み
、
デ
ザ
ー
ト
、
ド
レ
ッ
シ

ン
グ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
料
理

に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
鶴

田
正
已
町
長
や
「
ひ
ま
わ
り
亭
」

（
人
吉
市
）
代
表
の
本
田
節
さ
ん
ら

関
係
者
と
参
加
者
が
試
食
を
し

て
一
人
一
票
ず
つ
投
票
。
第
1

位
と
な
る
下
村
婦
人
会
賞
に
は

澁
谷
彩
季
さ
ん
（
湯
前
小
6
年
＝

「
市
房
漬
の
日
」
感
謝
祭
が
1
月
21
日
に
下
村

婦
人
会
市
房
漬
加
工
組
合
（
池
田
タ
メ
子
代

表
）で
開
か
れ
、
同
組
合
の
漬
け
物
を
使
っ
た

レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
、

た
く
さ
ん
の
人
が
足
を
運
ん
で
い
ま
し
た
。

下
城
）
の
「
柚
子
み
そ
あ
ら
れ
・

柚
子
マ
ー
マ
レ
ー
ド
も
ち
あ
め
」

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

同
組
合
は
昨
年
12
月
末
に
売

り
場
を
改
修
し
物
産
販
売
所
を

拡
充
。
広
々
と
し
た
室
内
で
は
、

本
田
さ
ん
が
麹
に
つ
い
て
講
演

を
行
い
、
青
年
団
（
坂
口
真
紀
子

団
長
）
と
ゆ
の
ま
え
読
み
聞
か
せ

「
な
ず
な
の
会
」（
園
田
篤
子
代
表
）

が
合
同
で
下
村
婦
人
会
の
生
み

の
親
、
山
北
幸
さ
ん
の
物
語
を

朗
読
劇
に
し
て
発
表
。
会
場
に

は
当
時
を
知
る
人
も
集
ま
り
、

感
動
の
涙
を
流
す
人
も
い
ま
し

た
。

　

正
午
に
は
参
加
者
に
手
打
ち

下村婦人会賞　

「柚子みそあられ 
　柚子マーマレードもちあめ」

幸・感謝賞　　

「柑つくね」

「市房みそかりんとう」

市房漬賞　

「高菜おにぎり肉包み」

「ちょっと食べてミソキャラメル」

「市房漬ドレッシング」

だんだんなぁ賞　

「おとうふのファルシからしソース」

「ポテトの高菜揚げ包み」

「高菜万十」

「こりゃからかホットなサンド」

「高菜万十」

澁谷 彩季

　

川嶋 善博

藤田 礼子

溝下 絵理佳

桑原 やよい

濵砂 洋子

林 泰広

川辺 瑞樹

そのだ医院

森田 真音香

　蓑毛 節子

溝下 絵理佳さん
(25＝野中田２)

みぞした　え　り　か はやし やすひろ

おとうふのファルシ
からしソース

市房漬賞

アイデアレシピコンテスト結果

だんだんなぁ賞

お題の漬物以外もできるだけ地元の食材を使いました。

冷蔵庫にあるような材料で簡単に作れて、見た目がお

しゃれで、カフェなどでオードブルや焼酎にも合うよ

うにしました。冷めても◎です。

林 泰広さん
(47＝下城)

しぶ や　  さ　 き

昨年、おばあちゃんと一緒に作品を

出したのがきっかけで、今回も応募

しました。あられは外側はカリカリ、

中はもちっとした食感。味噌と柚子

で程よい甘じょっぱさに仕上げまし

た。ゆずあめも、もちもちとした食

感で柚子の味や香りを生かした優し

い味です。見た目も良くしようと一

つ一つていねいに包みました。小さ

な子どももおいしいと言ってくれた

ので、うれしかったです。また、お

ばあちゃんと一緒に作りたいと思い

ます。

澁谷 彩季さん(湯前小６年＝下城)

下村婦人会賞
「柚子みそあられ・柚マーマレードもちあめ」

せ
つ

さ　

き

さ
ち

ま　

き　

こ

こ
う
じ

あ
つ 

こ

アイデアを凝らした作品を一つ一つ試食する参加者。会場からは「どれもおいしくて

決めきれない」という声が続出 下村婦人会賞の澁谷さんは日ごろから祖母とさまざまな

レシピを考案。あられは味噌の甘さと柚子のさわやかさが程良くマッチし、一度食べる

とやみつきに 振る舞われたおにぎりの味も格別、大きな口で「がぶり」 青年団となず

なの会による朗読劇は感動して涙を流す人もいた こんにゃく作り体験にも笑顔で参加

そ
ば
や
お
に
ぎ
り
が
振
る
舞
わ
、

午
後
か
ら
は
、
こ
ん
に
ゃ
く
作

り
の
体
験
教
室
も
開
か
れ
ま
し

た
。
地
元
製
菓
、
刃
物
な
ど
の

物
産
販
売
や
、
わ
ら
じ
作
り
体

験
も
あ
り
、
会
場
は
家
族
連
れ

な
ど
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

代
表
の
池
田
さ
ん
は
「
た
く
さ
ん

の
人
に
来
て
も
ら
っ
て
う
れ
し

か
っ
た
。
朗
読
劇
は
幸
さ
ん
の

こ
と
を
思
い
出
す
こ
と
が
で
き

て
よ
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
ゆ

ず
こ
し
ょ
う
作
り
な
ど
参
加
型

の
体
験
教
室
を
開
い
て
、
み
ん

な
が
笑
っ
て
に
ぎ
わ
え
る
よ
う

な
お
店
に
し
て
き
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

高菜おにぎり肉包み

旗の楊枝を差し、かわいくしました。普通の楊枝をさ

した状態である程度焼いた後、楊枝を外して全体に焦

げ目をつけました。とても美味しい料理が並ぶ中、賞

をとることができてうれしかったです。

5 4 3
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